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11 広報つがる 2009.3月号 広報つがる 2009.3月号 10

〈
木
造
会
場
〉

蘆
３
月
27
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後

２
時
▽
市
役
所
２
階
相
談
室

　
行
政
相
談
委
員 

工
藤 

義
則 
氏

　
木
造
若
緑
５
の
７

電
話
42
・
５
５
６
８

〈
車
力
会
場
〉

　
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
に
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話

で
確
認
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

蘆
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
２
時

〜
４
時
▽
む
ら
お
こ
し
拠
点
館

フ
ラ
ッ
ト
電
話
69
・
５
２
１
５

　
行
政
相
談
委
員  

鳴
海
　
久 

氏

　
牛
潟
町
柏
山
３
の
１

電
話
56
・
３
５
１
４

蘆
３
月
20
日
㈮
・
４
月
４
日
㈯
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
▽
イ
オ
ン

モ
ー
ル
つ
が
る
柏
東
正
面
入
口

蘆
３
月
25
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
▽
航
空
自
衛
隊
車
力
分
屯

基
地

蘆
３
月
27
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
▽
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー
前

　
健
康
推
進
課
　
健
康
管
理
係

電
話
42
・
２
０
４
４

　
21
年
度
の
総
合
健
診
は
、
５
月

下
旬
か
ら
42
日
間
の
日
程
で
、
市

内
５
会
場
で
行
い
ま
す
。
４
月
６

日
以
降
に
保
健
協
力
員
が
「
総
合

健
診
申
込
書
」
を
配
布
い
た
し
ま

す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。な
お
、

日
程
や
健
診
内
容
等
の
詳
細
は
、

広
報
つ
が
る
４
月
号
に
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　
健
康
推
進
課
　
保
健
予
防
係

電
話
42
・
２
０
４
４

蘆
３
月
18
日
㈬
午
前
11
時
〜
午
後

４
時
▽
エ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ
ー

  （注）
代
理
の
方
が
相
談
さ
れ
る
場
合

は
、
委
任
状
、
身
分
証
明
（
運

転
免
許
証
、
保
険
証
等
）
が
必

要
で
す
。

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

予
約
先
　
弘
前
社
会
保
険
事
務
所

電
話
０
１
７
２
・
２７
・
１
３
０
９

　
市
民
課
　
国
民
年
金
係

電
話
42
・
１
１
０
８

　
平
成
21
年
４
月
か
ら
２
割
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い

た
自
己
負
担
割
合
が
、
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
、
据
え

置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
受
給
者
証
は
３
月
下
旬

に
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
民
健
康

保
険
係
　
電
話
４２
・
２
１
６
１

蘆
縦
覧
期
間

　
４
月
１
日
㈬
〜
６
月
１
日
㈪

蘆
縦
覧
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

蘆
場
所
　
市
役
所
税
務
課

蘆
範
囲
　
固
定
資
産
税
の
納
税
者

で
あ
る
こ
と

※
納
税
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
、
運
転
免
許
証
等

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
税
務
課
　
資
産
税
係

電
話
４２・２
１
１
１（
内
線
２
１
１
）

　
出
稼
ぎ
や
入
院
な
ど
で
や
む
を
得

な
い
理
由
で
申
告
相
談
が
出
来
な

か
っ
た
方
は
、
左
記
の
期
間
内
に
受

付
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
を

持
参
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

蘆
期
間

　
３
月
17
日
㈫
〜
４
月
15
日
㈬

蘆
場
所
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

蘆
時
間
　
午
前
８
時
45
分
〜
午
後

５
時（
12
時
15
分
〜
１
時
は
除
く
）

　
税
務
課
　
市
民
税
係

電
話
４２
・
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
、

２
１
６
）

　
農
地
の
売
買
、
賃
貸
借
等
に
つ

い
て
相
談
し
た
い
方
は
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

蘆
３
月
19
日
㈭
、
４
月
23
日
㈭
午

前
９
時
30
分
〜
正
午
▽
稲
垣
支

所
／
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
▽

車
力
支
所
　
　

　
つ
が
る
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
柏
支
所
内
）
電
話
25
・
３
８
２
０

　
供
用
開
始
さ
れ
た
区
域
で
下
水

道
に
加
入
さ
れ
て
な
い
方
は
、
加

入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
水
洗
化
工
事
を
行
う
方

へ
の
融
資
斡
旋
も
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
融
資
斡
旋
制
度
〉

蘆
融
資
限
度
額
　
60
万
円
以
内

蘆
償
還
期
限
　
５
年
以
内

蘆
利
息
は
市
が
補
給
し
ま
す

蘆
供
用
開
始
か
ら
５
年
以
内
に
工

事
を
実
施
し
た
方
が
対
象

　
　
　
下
水
道
課
　
管
理
係

電
話
42
・
２
５
９
３

蘆
対
象
者

　
平
成
20
年
度
に
大
学
に
在
学
し

て
い
る
子
弟
を
持
つ
、
市
内
に

住
所
の
あ
る
世
帯

蘆
保
護
者
の
年
間
合
算
総
所
得
額

　
■
１
人
在
学
の
場
合

５
０
０
万
円
以
下

　
■
２
人
以
上
在
学
の
場
合

７
５
０
万
円
以
下

蘆
補
助
額
（
在
学
生
１
人
当
り
）

　
金
融
機
関
等
か
ら
借
入
れ
資
金
限

度
額
３
０
０
万
円
以
内
で
利
率

年
８
㌫
以
内
で
の
計
算
利
息
額

　「
平
成
20
年
度
（
20
年
４
月
〜

21
年
３
月
）
実
支
払
い
利
息
額

以
内
を
補
助
し
ま
す
」

蘆
提
出
書
類
（
申
請
書
へ
添
付
）

　
■
在
学
証
明
書

　
■
所
得
証
明
書
又
は
源
泉
徴
収
票

　
■
借
用
証
書
の
写
し

　
■
利
息
支
払
い
領
収
書
の
写
し

　
■
償
還
計
画
表
の
写
し

蘆
申
込
期
限
　
４
月
30
日
㈭
ま
で

※
申
込
書
は
、
教
育
委
員
会
に
あ

り
ま
す
の
で
提
出
書
類
及
び
印

鑑
を
持
参
の
上
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
　
　
つ
が
る
市
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
　
電
話
４９
・
１
２
０
１

　
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、

原
則
と
し
て
運
輸
支
局
に
登
録
さ

れ
て
い
る
住
所
（
車
検
証
に
記
載

さ
れ
て
い
る
住
所
）
に
郵
送
し
て

い
ま
す
。

　
引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
更

に
な
っ
た
際
に
は
、
運
輸
支
局
で

住
所
の
「
変
更
登
録
」
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
す
ぐ
に
変
更
登
録
の
手
続
き
が

出
来
な
い
場
合
は
、
電
話
又
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
な
ど
に
よ
り
、
最

寄
り
の
地
域
県
民
局
県
税
部
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
地
域
県
民
局
県
税
部
ま
た
は
市

町
村
税
務
担
当
窓
口
で
は
、
届
け

出
用
紙
も
配
布
し
て
い
ま
す
。）

　
ま
た
、
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス

テ
ム
総
合
窓
口
か
ら
届
出
す
る
こ
と

も
出
来
ま
す
。（
詳
し
く
は
、県
税
・

市
町
村
税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）

　
　
　
西
北
地
域
県
民
局
県
税
部

納
税
課
　
電
話
３４
・
３
１
４
１

http://w
w
w
.pref.aom

ori.lg
.jp/life/tax/top.htm

l

蘆
応
募
資
格

【
一
般
・
技
能
】

　
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
、
22

歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

【
歯
科
・
薬
剤
科
】

　
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
、
歯

科
幹
部
候
補
生
は
20
歳
以
上
30
歳

未
満
、
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
は
20

歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

蘆
受
付
期
間

　
４
月
１
日
㈬
〜
５
月
12
日
㈫
ま
で

蘆
試
験
日
　
５
月
16
日
㈯

　
自
衛
隊
五
所
川
原
地
域
事
務
所

電
話
３５
・
２
３
０
５

蘆
応
募
資
格

【
一
般
】
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

【
技
能
】
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
を

　
　
　 

有
す
る
方

蘆
技
能
区
分

　
衛
生
、語
学
、整
備
、情
報
処
理
、

通
信
、
電
気
、
建
設

蘆
受
付
締
切
　
４
月
13
日
㈪
ま
で

蘆
試
験
日
　
４
月
18
日
㈯
、
19
日

㈰
、
20
日
㈪

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
し
ま
す

　
自
衛
隊
五
所
川
原
地
域
事
務
所

電
話
３５
・
２
３
０
５

　
車
力
柔
道
少
年
団
で
は
、
柔
道
教

室
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
見
学
も
出
来
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

蘆
開
催
日
　
毎
週
月
・
水
・
金

蘆
時
　
間
　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

蘆
場
　
所
　
車
力
柔
剣
道
場
（
車

力
中
学
校
東
側
）

　
車
力
柔
道
少
年
団
事
務
局
（
坂

本
）
勤
務
先
電
話
５６
・
３
０
０
０

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ガ
ラ
ス
細
工
を

作
っ
て
部
屋
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

蘆
開
始
日
　
４
月
上
旬
予
定

蘆
内
容
　
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
テ

ラ
リ
ウ
ム
等
の
製
作

蘆
講
師
　
山
口
錬
氏
（
車
力
歯
科

診
療
所
）

蘆
経
費
　
１
，
５
０
０
円
〜

　
　
　
　
２
，
０
０
０
円
程
度

※
３
月
下
旬
に
説
明
会
を
開
催
予

定
で
す
。（
申
込
者
に
は
後
日

通
知
し
ま
す
。）

　
　
　
む
ら
お
こ
し
拠
点
館
「
フ

ラ
ッ
ト
」
電
話
６９
・
５
２
１
５

TEL42-2118
木造有楽町

市民のコミュニケーションをお手伝い

カタログ
無料配達

記
念
品

退
職
祝

入
学
祝

引
越
挨
拶

快
気
祝

結
婚
祝

出
産
祝

　地域と関連性を持ちながら子どもの健やかな
成長を願い、未就学の乳幼児と保護者を対象に
育児の不安、相談、支援等を行っています。

【問い合わせ先】　税務課　市民税係　４２－２１１１（内線214）

　すでに廃車処分している、もう乗らなくなった小型特
殊車両及び原動機付自転車等の廃車手続きを忘れてい
ませんか？
　標識（ナンバー）を返却し、廃車手続きをしないと、登
録されたまま課税されますので、速やかに市役所税務課
または、各支所にて廃車手続きを行ってください。
　また、標識（ナンバー）を紛失してしまった場合は紛失
届の提出が必要になります。

◆手続きに必要な物→標識（ナンバー）・印鑑
①子育て親子の交流の場（子育てサロン）
②育児相談（電話・訪問）
③子育てサークルの支援
④育児講座
⑤地域の需要に応じた支援

【主な活動内容】

名　称
木造地域子育て
支援センター

稲垣地域子育て
支援センター

車力地域子育て
支援センター

つがる市木造日向61-4
（ひなた児童会館内）

つがる市稲垣町母衣掛
27-19（しげた保育園内）

つがる市車力町若林153-2
（旧車力保育所内）

場　所 電　話

42-2130

46-2250

56-2106

つがる市地域子育て支援センター 「小型特殊車両」及び
「原動機付自転車」等の
廃車手続きについて

お客様を美しくするのが大好きです

お気軽に
ご連絡
ください！

　
２
月
26
日
に
木
造
地
区
へ
配

布
し
ま
し
た
「
平
成
21
年
度
ご

み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
第
１
地

区
の
対
象
地
区
名
で
千
代
田
が

千
代
町
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

行
　政
　相
　談

献
血
に
ご
協
力
を
願
い
ま
す

21
年
度
の
総
合
健
診
に
つ
い
て

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
出
張
相
談

少
年
柔
道
教
室
の
参
加
者
募
集

ガ
ラ
ス
細
工
の
体
験
教
室

農  

家  

相  

談

下
水
道
加
入
へ
の
お
願
い

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」

を
お
持
ち
の
現
役
並
み
所
得
者
以
外

（
７０
歳
〜
７4
歳
）
の
皆
さ
ん
へ

平
成
２１
年
度

土
地
・
家
屋
価
格
等
帳
簿
の
縦
覧

「
申
告
相
談
」
が

　
　
　
　
お
済
み
で
な
い
方
へ

「
つ
が
る
市
奨
学
資
金
借
入
金

利
子
補
給
費
補
助
金
」

　
　
　
　
申
請
受
付
に
つ
い
て

自
動
車
税
の
住
所
変
更
の

届
出
に
つ
い
て

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
の
募
集

　
　
　
　
　
　（
陸
・
海
・
空
）

予
備
自
衛
官
補
募
集

　
　
　
　
　
　（一般
・
技
能
）

問問

問問問

問 問

問

問申
・
問

申
・
問

問

問
・
ホ

申
・
問
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〈
木
造
会
場
〉

蘆
３
月
27
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後

２
時
▽
市
役
所
２
階
相
談
室

　
行
政
相
談
委
員 

工
藤 

義
則 

氏

　
木
造
若
緑
５
の
７

電
話
42
・
５
５
６
８

〈
車
力
会
場
〉

　
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
に
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話

で
確
認
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

蘆
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
２
時

〜
４
時
▽
む
ら
お
こ
し
拠
点
館

フ
ラ
ッ
ト
電
話
69
・
５
２
１
５

　
行
政
相
談
委
員  

鳴
海
　
久 

氏

　
牛
潟
町
柏
山
３
の
１

電
話
56
・
３
５
１
４

蘆
３
月
20
日
㈮
・
４
月
４
日
㈯
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
▽
イ
オ
ン

モ
ー
ル
つ
が
る
柏
東
正
面
入
口

蘆
３
月
25
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
▽
航
空
自
衛
隊
車
力
分
屯

基
地

蘆
３
月
27
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
▽
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー
前

　
健
康
推
進
課
　
健
康
管
理
係

電
話
42
・
２
０
４
４

　
21
年
度
の
総
合
健
診
は
、
５
月

下
旬
か
ら
42
日
間
の
日
程
で
、
市

内
５
会
場
で
行
い
ま
す
。
４
月
６

日
以
降
に
保
健
協
力
員
が
「
総
合

健
診
申
込
書
」
を
配
布
い
た
し
ま

す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。な
お
、

日
程
や
健
診
内
容
等
の
詳
細
は
、

広
報
つ
が
る
４
月
号
に
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　
健
康
推
進
課
　
保
健
予
防
係

電
話
42
・
２
０
４
４

蘆
３
月
18
日
㈬
午
前
11
時
〜
午
後

４
時
▽
エ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ
ー

  （注）
代
理
の
方
が
相
談
さ
れ
る
場
合

は
、
委
任
状
、
身
分
証
明
（
運

転
免
許
証
、
保
険
証
等
）
が
必

要
で
す
。

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

予
約
先
　
弘
前
社
会
保
険
事
務
所

電
話
０
１
７
２
・
２７
・
１
３
０
９

　
市
民
課
　
国
民
年
金
係

電
話
42
・
１
１
０
８

　
平
成
21
年
４
月
か
ら
２
割
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い

た
自
己
負
担
割
合
が
、
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
、
据
え

置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
受
給
者
証
は
３
月
下
旬

に
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
民
健
康

保
険
係
　
電
話
４２
・
２
１
６
１

蘆
縦
覧
期
間

　
４
月
１
日
㈬
〜
６
月
１
日
㈪

蘆
縦
覧
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

蘆
場
所
　
市
役
所
税
務
課

蘆
範
囲
　
固
定
資
産
税
の
納
税
者

で
あ
る
こ
と

※
納
税
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
、
運
転
免
許
証
等

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
税
務
課
　
資
産
税
係

電
話
４２・２
１
１
１（
内
線
２
１
１
）

　
出
稼
ぎ
や
入
院
な
ど
で
や
む
を
得

な
い
理
由
で
申
告
相
談
が
出
来
な

か
っ
た
方
は
、
左
記
の
期
間
内
に
受

付
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
を

持
参
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

蘆
期
間

　
３
月
17
日
㈫
〜
４
月
15
日
㈬

蘆
場
所
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

蘆
時
間
　
午
前
８
時
45
分
〜
午
後

５
時（
12
時
15
分
〜
１
時
は
除
く
）

　
税
務
課
　
市
民
税
係

電
話
４２
・
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
、

２
１
６
）

　
農
地
の
売
買
、
賃
貸
借
等
に
つ

い
て
相
談
し
た
い
方
は
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

蘆
３
月
19
日
㈭
、
４
月
23
日
㈭
午

前
９
時
30
分
〜
正
午
▽
稲
垣
支

所
／
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
▽

車
力
支
所
　
　

　
つ
が
る
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
柏
支
所
内
）
電
話
25
・
３
８
２
０

　
供
用
開
始
さ
れ
た
区
域
で
下
水

道
に
加
入
さ
れ
て
な
い
方
は
、
加

入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
水
洗
化
工
事
を
行
う
方

へ
の
融
資
斡
旋
も
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
融
資
斡
旋
制
度
〉

蘆
融
資
限
度
額
　
60
万
円
以
内

蘆
償
還
期
限
　
５
年
以
内

蘆
利
息
は
市
が
補
給
し
ま
す

蘆
供
用
開
始
か
ら
５
年
以
内
に
工

事
を
実
施
し
た
方
が
対
象

　
　
　
下
水
道
課
　
管
理
係

電
話
42
・
２
５
９
３

蘆
対
象
者

　
平
成
20
年
度
に
大
学
に
在
学
し

て
い
る
子
弟
を
持
つ
、
市
内
に

住
所
の
あ
る
世
帯

蘆
保
護
者
の
年
間
合
算
総
所
得
額

　
■
１
人
在
学
の
場
合

５
０
０
万
円
以
下

　
■
２
人
以
上
在
学
の
場
合

７
５
０
万
円
以
下

蘆
補
助
額
（
在
学
生
１
人
当
り
）

　
金
融
機
関
等
か
ら
借
入
れ
資
金
限

度
額
３
０
０
万
円
以
内
で
利
率

年
８
㌫
以
内
で
の
計
算
利
息
額

　「
平
成
20
年
度
（
20
年
４
月
〜

21
年
３
月
）
実
支
払
い
利
息
額

以
内
を
補
助
し
ま
す
」

蘆
提
出
書
類
（
申
請
書
へ
添
付
）

　
■
在
学
証
明
書

　
■
所
得
証
明
書
又
は
源
泉
徴
収
票

　
■
借
用
証
書
の
写
し

　
■
利
息
支
払
い
領
収
書
の
写
し

　
■
償
還
計
画
表
の
写
し

蘆
申
込
期
限
　
４
月
30
日
㈭
ま
で

※
申
込
書
は
、
教
育
委
員
会
に
あ

り
ま
す
の
で
提
出
書
類
及
び
印

鑑
を
持
参
の
上
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
　
　
つ
が
る
市
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
　
電
話
４９
・
１
２
０
１

　
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、

原
則
と
し
て
運
輸
支
局
に
登
録
さ

れ
て
い
る
住
所
（
車
検
証
に
記
載

さ
れ
て
い
る
住
所
）
に
郵
送
し
て

い
ま
す
。

　
引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
更

に
な
っ
た
際
に
は
、
運
輸
支
局
で

住
所
の
「
変
更
登
録
」
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
す
ぐ
に
変
更
登
録
の
手
続
き
が

出
来
な
い
場
合
は
、
電
話
又
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
な
ど
に
よ
り
、
最

寄
り
の
地
域
県
民
局
県
税
部
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
地
域
県
民
局
県
税
部
ま
た
は
市

町
村
税
務
担
当
窓
口
で
は
、
届
け

出
用
紙
も
配
布
し
て
い
ま
す
。）

　
ま
た
、
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス

テ
ム
総
合
窓
口
か
ら
届
出
す
る
こ
と

も
出
来
ま
す
。（
詳
し
く
は
、県
税
・

市
町
村
税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）

　
　
　
西
北
地
域
県
民
局
県
税
部

納
税
課
　
電
話
３４
・
３
１
４
１

http://w
w
w
.pref.aom

ori.lg
.jp/life/tax/top.htm
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蘆
応
募
資
格

【
一
般
・
技
能
】

　
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
、
22

歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

【
歯
科
・
薬
剤
科
】

　
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
、
歯

科
幹
部
候
補
生
は
20
歳
以
上
30
歳

未
満
、
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
は
20

歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

蘆
受
付
期
間

　
４
月
１
日
㈬
〜
５
月
12
日
㈫
ま
で

蘆
試
験
日
　
５
月
16
日
㈯

　
自
衛
隊
五
所
川
原
地
域
事
務
所

電
話
３５
・
２
３
０
５

蘆
応
募
資
格

【
一
般
】
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

【
技
能
】
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
を

　
　
　 

有
す
る
方

蘆
技
能
区
分

　
衛
生
、語
学
、整
備
、情
報
処
理
、

通
信
、
電
気
、
建
設

蘆
受
付
締
切
　
４
月
13
日
㈪
ま
で

蘆
試
験
日
　
４
月
18
日
㈯
、
19
日

㈰
、
20
日
㈪

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
し
ま
す

　
自
衛
隊
五
所
川
原
地
域
事
務
所

電
話
３５
・
２
３
０
５

　
車
力
柔
道
少
年
団
で
は
、
柔
道
教

室
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
見
学
も
出
来
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

蘆
開
催
日
　
毎
週
月
・
水
・
金

蘆
時
　
間
　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

蘆
場
　
所
　
車
力
柔
剣
道
場
（
車

力
中
学
校
東
側
）

　
車
力
柔
道
少
年
団
事
務
局
（
坂

本
）
勤
務
先
電
話
５６
・
３
０
０
０

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ガ
ラ
ス
細
工
を

作
っ
て
部
屋
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

蘆
開
始
日
　
４
月
上
旬
予
定

蘆
内
容
　
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
テ

ラ
リ
ウ
ム
等
の
製
作

蘆
講
師
　
山
口
錬
氏
（
車
力
歯
科

診
療
所
）

蘆
経
費
　
１
，
５
０
０
円
〜

　
　
　
　
２
，
０
０
０
円
程
度

※
３
月
下
旬
に
説
明
会
を
開
催
予

定
で
す
。（
申
込
者
に
は
後
日

通
知
し
ま
す
。）

　
　
　
む
ら
お
こ
し
拠
点
館
「
フ

ラ
ッ
ト
」
電
話
６９
・
５
２
１
５

TEL42-2118
木造有楽町

市民のコミュニケーションをお手伝い

カタログ
無料配達

記
念
品

退
職
祝

入
学
祝

引
越
挨
拶

快
気
祝

結
婚
祝

出
産
祝

　地域と関連性を持ちながら子どもの健やかな
成長を願い、未就学の乳幼児と保護者を対象に
育児の不安、相談、支援等を行っています。

【問い合わせ先】　税務課　市民税係　４２－２１１１（内線214）

　すでに廃車処分している、もう乗らなくなった小型特
殊車両及び原動機付自転車等の廃車手続きを忘れてい
ませんか？
　標識（ナンバー）を返却し、廃車手続きをしないと、登
録されたまま課税されますので、速やかに市役所税務課
または、各支所にて廃車手続きを行ってください。
　また、標識（ナンバー）を紛失してしまった場合は紛失
届の提出が必要になります。

◆手続きに必要な物→標識（ナンバー）・印鑑
①子育て親子の交流の場（子育てサロン）
②育児相談（電話・訪問）
③子育てサークルの支援
④育児講座
⑤地域の需要に応じた支援

【主な活動内容】

名　称
木造地域子育て
支援センター

稲垣地域子育て
支援センター

車力地域子育て
支援センター

つがる市木造日向61-4
（ひなた児童会館内）

つがる市稲垣町母衣掛
27-19（しげた保育園内）

つがる市車力町若林153-2
（旧車力保育所内）

場　所 電　話

42-2130

46-2250

56-2106

つがる市地域子育て支援センター 「小型特殊車両」及び
「原動機付自転車」等の
廃車手続きについて

お客様を美しくするのが大好きです

お気軽に
ご連絡
ください！

　
２
月
26
日
に
木
造
地
区
へ
配

布
し
ま
し
た
「
平
成
21
年
度
ご

み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
第
１
地

区
の
対
象
地
区
名
で
千
代
田
が

千
代
町
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

行
　政
　相
　談

献
血
に
ご
協
力
を
願
い
ま
す

21
年
度
の
総
合
健
診
に
つ
い
て

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
出
張
相
談

少
年
柔
道
教
室
の
参
加
者
募
集

ガ
ラ
ス
細
工
の
体
験
教
室

農  

家  

相  

談

下
水
道
加
入
へ
の
お
願
い

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」

を
お
持
ち
の
現
役
並
み
所
得
者
以
外

（
７０
歳
〜
７4
歳
）
の
皆
さ
ん
へ

平
成
２１
年
度

土
地
・
家
屋
価
格
等
帳
簿
の
縦
覧

「
申
告
相
談
」
が

　
　
　
　
お
済
み
で
な
い
方
へ

「
つ
が
る
市
奨
学
資
金
借
入
金

利
子
補
給
費
補
助
金
」

　
　
　
　
申
請
受
付
に
つ
い
て

自
動
車
税
の
住
所
変
更
の

届
出
に
つ
い
て

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
の
募
集

　
　
　
　
　
　（
陸
・
海
・
空
）

予
備
自
衛
官
補
募
集

　
　
　
　
　
　（一般
・
技
能
）

問問

問問問

問 問

問

問申
・
問

申
・
問

問

問
・
ホ

申
・
問
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The Charming Students of Kizukuri High School
ー魅力ある木高生たちー
　つがる市の「亀ヶ岡石器時代遺跡」と
「田小屋野貝塚」を含む『北海道・北東北
の縄文遺跡群』が、世界遺産登録を待つ
暫定リストに加えられました。
　今年度木造高校では、『つがる縄文の
会』による木高祭での展示や、藤川直迪
先生による文化講演会の開催により、我
がふるさとの世界に誇る縄文遺跡につ
いて詳しく学ぶことができました。
　今回は、木高生の目から見た縄文遺
跡・縄文文化についてまとめてみました。

縄
文
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

－

木
造
高
校
生
徒
会

－

　今
年
の
木
高
祭
で
は
、
特
別
展
示
と
し
て

「
縄
文
展
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
は

薬
品
の
匂
い
が
立
ち
こ
め
、
実
験
に
必
要
な

器
具
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
化
学
室
に
、
多
く

の
歴
史
的
な
展
示
物
が
悠
然
と
置
か
れ
て
い

る
の
を
見
る
と
、
ど
こ
ぞ
の
博
物
館
と
見
紛

う
ほ
ど
で
し
た
。

　私
は
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
博
物
館
で
縄
文
土

器
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ど
れ
も

が
ガ
ラ
ス
の
ケ
ー
ス
に
厳
重
に
収
め
ら
れ
た
も

の
ば
か
り
で
し
た
。
し
か
し
、
木
高
祭
で
は
違

い
ま
し
た
。
貴
重
な
土
器
、
石
器
、
装
飾
品
が

「
生
」
の
ま
ま
で
展
示
さ
れ
、
画
像
で
も
な
く
、

ガ
ラ
ス
に
覆
わ
れ
て
も
い
な
い
、
そ
の
ま
ま
の

状
態
で
し
た
。
私
は
そ
れ
を
見
て
、
衝
撃
に
も

似
た
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
土
器
等
が
採
掘
さ

れ
た
場
所
の
分
布
図
や
展
示
物
に
つ
い
て
の
判

り
や
す
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
中
で
も
目

を
引
い
た
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し

て
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
当
時
の
採

掘
風
景
な
ど
の
写
真
の
数
々
で
し
た
。

　ま
た
、
講
師
の
方
が
直
接
説
明
し
て
く
だ
さ

る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
し
た
。

　こ
の
展
示
は
、
教
科
書
で
見
る
縄
文
の
産

物
と
違
い
、
見
て
、
触
れ
て
、
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
縄
文
ロ
マ
ン
を
身
近
な
も
の
と
し

て
再
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
る
大
変
魅
力
的

な
も
の
で
し
た
。

　講
演
会
で
は
、
特
に
三
内
丸
山
遺
跡
の
話
を

興
味
深
く
聞
き
ま
し
た
。
地
面
を
円
形
な
ど
に

掘
り
く
ぼ
め
た
中
に
柱
を
立
て
、
屋
根
を
取
り

付
け
た
「
竪
穴
式
住
居
」
や
、
ね
ず
み
の
害
を

防
ぎ
、
風
通
し
を
よ
く
す
る
た
め
に
床
を
高
く

し
た
「
高
床
式
倉
庫
」
は
通
常
の
遺
跡
に
も
よ

く
見
ら
れ
ま
す
が
、
三
内
丸
山
遺
跡
で
は
、
こ

の
他
に
祭
祀
用
に
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
大
型

掘
立
柱
建
物
が
存
在
し
た
り
、
多
く
の
栽
培
植

物
も
出
土
す
る
そ
う
で
す
。

　こ
の
遺
跡
の
発
掘
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
考

え
ら
れ
て
い
た
縄
文
文
化
の
常
識
は
覆
さ
れ
、

非
常
に
進
ん
だ
文
化
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　僕
は
大
昔
の
縄
文
人
は
す
ご
い
ん
だ
な
あ
と

感
動
し
、
亀
ヶ
岡
遺
跡
を
は
じ
め
と
す
る
青
森

県
の
縄
文
遺
跡
は
、
世
界
に
誇
れ
る
も
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。
歴
史
で
は
戦
国
時
代
が
好
き
な

の
で
、「
縄
文
遺
跡
」
と
聞
い
て
も
そ
れ
程
関

心
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
回

の
講
演
会
で
い
ろ

い
ろ
な
話
を
聞
い

た
こ
と
で
、
縄
文

時
代
に
す
ご
く
興

味
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　私
は
木
造
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
見
慣
れ
た
し
ゃ
こ

ち
ゃ
ん
型
の
木
造
駅
や
亀
ヶ
岡
遺
跡
な
ど
、
歴
史
を

感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
、
と
て
も
身
近
に
存

在
し
て
き
ま
し
た
。
ど
こ
に
で
も
当
た
り
前
に
あ
る

も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
今
回
「
亀
ヶ
岡
遺
跡
」

と
「
田
小
屋
野
貝
塚
」
を
含
む
『
北
海
道
・
北
東
北

の
縄
文
遺
跡
群
』
が
世
界
遺
産
候
補
に
な
っ
た
と
聞

い
て
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
遺
跡
に
歴
史
的
、

文
化
的
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
だ
と
気
付
か
さ
れ

た
の
で
す
。

　実
は
「
田
小
屋
野
貝
塚
」
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
詳

し
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
他
の
貝
塚
の
多
く
が
太

平
洋
側
に
あ
る
の
に
比
べ
、「
田
小
屋
野
貝
塚
」
は
日

本
海
側
、
し
か
も
内
陸
に
あ
る
の
で
非
常
に
珍
し
く
、

内
陸
地
域
の
生
活
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
が
埋

ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
遺
跡
が
身
近
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
実
感
で
き
、
同
時
に
何
千
年
も
前
の
人
た
ち
の
生

活
様
式
な
ど
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　私
は
つ
が
る
市
民
と
し
て
、「
亀
ヶ
岡
遺
跡
」・「
田

小
屋
野
貝
塚
」
が
世
界
遺
産
候
補
に
な
っ
た
こ
と
を

誇
り
に
思
い
ま
す
し
、
正
式
に
世
界
遺
産
に
な
る
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら

し
い
遺
跡
を
、
全
世
界
の
人
々
に
知
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　ま
た
、
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
注
目
を
浴
び
る
こ

と
で
、
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
史
実
が
新
た
に
解
明
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
密
か
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
木
高
祭『
つ
が
る
縄
文
の
会
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　に
よ
る
展
示

○『
北
海
道・北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
』が

　世
界
遺
産
登
録
の
暫
定
リ
ス
ト
に
！

○
文
化
講
演
会

　『世
界
遺
産
を
目
指
す
縄
文
遺
跡
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〔講
師
　藤
川
直
迪
先
生
〕

※このページは木造高校の生徒が編集しています。

講
演
す
る
藤
川
先
生

生徒会役員の皆さん

CIR Column国際交流員 コラム

国
際
ク
ッ
キ
ー

　
寒
い
冬
の
夜
に
、

何
よ
り
も
楽
し
み
に
し

て
い
る
こ
と
は
、
キ
ッ
チ

ン
で
大
好
き
な
ア
メ
リ
カ
風
の
ク
ッ
キ
ー
を

作
る
こ
と
で
す
。
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
以
外
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
限
ら
れ
た
道
具
で
苦
労
し

て
作
っ
た
ク
ッ
キ
ー
は
、
よ
り
お
い
し
く
感

じ
ま
す
。

　
日
本
で
気
づ
い
た
こ
と
は
、
日
本
人
が
好

む
ク
ッ
キ
ー
は
、
サ
ク
サ
ク
し
た
ク
ッ
キ
ー

だ
と
思
い
ま
す
。
や
わ
ら
か
い
ク
ッ
キ
ー
は

ち
ゃ
ん
と
焼
け
て
な
い
と
思
う
の
で
し
ょ
う
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
焼
き
た
て
の
や
わ
ら
か

い
ク
ッ
キ
ー
が
、
人
気
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
両
方
の
タ
イ
プ
が
好
き
で
す
が
、
ア

メ
リ
カ
ら
し
い
物
を
食
べ
た
い
時
は
、
大
き

く
て
や
わ
ら
か
い
ク
ッ
キ
ー
で
な
い
と
満
足

で
き
ま
せ
ん
。

　
ク
ッ
キ
ー
は
西
暦
６
０
０
年
代
に
ペ
ル
シ

ア
で
生
ま
れ
、
持
ち
や
す
か
っ
た
の
で
人
々

が
長
い
旅
に
出
る
時
に
持
っ
て
行
き
ま
し
た
。

北
ア
メ
リ
カ
に
着
い
た
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら

の
外
来
語
は
英
語
の
「
ク
ッ
キ
ー
」
と
い
う

言
葉
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
中
で
一
番
ア
メ
リ
カ

ら
し
い
の
は
、
チ
ョ
コ
チ
ッ
プ
だ
と
思
い
ま

す
。  

　
チ
ョ
コ
チ
ッ
プ
ク
ッ
キ
ー
の
発
明
に
つ
い

て
は
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
り
、
よ
く
言
わ
れ

る
こ
と
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
あ
る

有
名
な
宿
の
キ
ッ
チ
ン
で
、
ク
ッ
キ
ー
の
生

地
の
入
っ
た
ボ
ー
ル
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
落

ち
て
し
ま
い
、
も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
た
従

業
員
が
、
そ
の
ま
ま
生
地
を
焼
い
た
の
が
き

っ
か
け
で
、
ア
メ
リ
カ
人
に
愛
さ
れ
て
い
る

チ
ョ
コ
チ
ッ
プ
ク
ッ
キ
ー
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
レ
シ
ピ
を
見
つ

け
ら
れ
る
と
思
う
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ク
ッ

キ
ー
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
う
な
ら
、
チ
ョ

コ
チ
ッ
プ
が
お
勧
め
で
す
。

国
際
交
流
員

　ベ
ル
テ
・
デ
ー
ナ

【問い合わせ先】　総務課　政策調整係　電話４２―２１１１（内線３４８）
　　　　　　　　森田支所26-2111・柏支所25-2111・稲垣支所46-2111・車力支所56-2111

本庁・支所組織機構の見直し〈21年度〉
　市では「つがる市集中改革プラン」に基づいて、事務事業の見直しや業務量にあった職員配置を計
画的に行い、本庁の事務組織や機能の強化を図っております。
　本庁・支所・施設など全ての組織について絶えず見直しを行い、統廃合の実施や組織のスリム化を
推進するため、平成21年4月1日から次のとおり組織機構の見直しを実施します。
　今後も限られた経営資源（ヒト・モノ・カネ）を有効活用し、効率的かつ効果的な事業の実施に取
り組み、持続可能な公共サービスの提供に努めて参りますので、皆様のご理解とご協力をお願いします。

― 民 生 部 ―― 民 生 部 ―
○市民課「出稼ぎ相談係」を廃止し、『出稼ぎに関
すること』を経済部・地域振興対策室「雇用対策
係」の業務とします。ただし、『出稼手帳の交付及
び台帳の管理に関すること』は、従来どおり市民
課「市民係」の業務とします。

― 福 祉 部 ―― 福 祉 部 ―
○つがる市公立保育所民営化等計画に基づき、柴
田保育所を廃止（民営化）します。

― 経 済 部 ―― 経 済 部 ―
○商工観光課「商工労務係」を「商工係」とします。

○地域振興対策室「地域振興対策係」をつがるブ
ランドの推進と雇用対策の充実を図るため、「産
業振興対策係」と「雇用対策係」にします。

― 支 　 所 ―― 支 　 所 ―

【主な業務】
○交通災害共済組合（１日１円保険）の受付
　〈※柏支所・森田支所は除く。両地区は本庁で対応します。〉
○各種証明書（耕作証明、罹災証明は除く。）の発行
　〈お住まいの地区以外の支所からも発行できます。〉

○税、各種使用料及び手数料の収納
○転入・転出の届出
○すべての戸籍に関する届出（出生、死亡、婚姻、離婚等）
　〈※柏支所・森田支所は除く。両地区は本庁で対応します。〉
○国民健康保険に関すること

― 教 育 委 員 会 ―― 教 育 委 員 会 ―
○豊川小学校、繁田小学校、下繁田小学校が統合
し、稲垣小学校として開校します。
○木造中学校、木造西中学校、館岡中学校が統合
し、木造中学校として開校します。
○木造学校給食センターを廃止します。（稲垣学校
給食センターで対応）

○支所職員の削減に伴い、支所で取り扱う業務を見直します。
○森田支所及び柏支所の「総務係」と「市民係」を統合し、「総合市民係」とします。

業務の詳細については、総務課または各支所へお問い合わせください。


